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「マニュアル通りにやれば大丈夫」…
その油断が、一番危ない。 
プロの現役エンジニアが教える、
教科書には載っていない
「現場のリアル」と「仕事の極意」。

重工メーカーにて、現役の製造エンジニアとして
ガスタービンの新機種開発やライン設計に従事。
IE・QC手法を駆使したプロセス改善により、大幅
な生産性向上を実現した実績を持つ。現在はメ
ーカーでの業務に邁進する傍ら、全国の現場で
安全衛生や品質管理、生産性改善の指導にあ
たる。現場の最前線に立つ現役エンジニアだから
こそ伝えられる「仕事の極意」を通じ、日本のモノ
づくりを支える次世代の育成に情熱を注いでいる。

【講師からのメッセージ】
「最初は誰もが初心者です。大事なのは、完璧に
やることではなく、一歩ずつ進むこと。皆さんの
『新しい視点』が、実は現場を元気にする力にな
ります。一緒に、あなたらしい『プロの第一歩』を見
つけましょう！」

新入社員・若手社員のための
実践・現場力向上セミナー
～安全・品質・改善の「なぜ」を学び、即戦力へ～

経営革新セミナー

高知県内に事業所のある中小企業・団体の
新入社員・若手社員・教育担当者

50名 ※定員になり次第、
　締め切らせていただきます。

裏面の申込用紙にご記入の上、Fax.088-846-2556
または当財団ホームページ［https://joho-kochi.or.jp/］

令和8年6月1日（月）17時
公益財団法人 高知県産業振興センター　経営支援・地産地消課
電話：088-845-6600   Fax：088-846-2556　　　 朝比奈、中山

お申込用ページ
QRコード

受講対象者

受講定員

申込方法

申込締切

お問合せ・お申込み先

受講料

無料

講習のポイント
•「なぜ?」がわかるから行動が変わる
単なるルールの押し付けではなく、心理学的な視点から
「なぜミスが起きるのか」のメカニズムを解説します。
•「安全・品質・改善」の三原則を凝縮
基礎知識だけでなく、一生モノの「技術者としての
マインドセット」を伝授します。

•高知のモノづくりを支える一員に
現場に即した具体例で、明日からすぐに使える
「報・連・相」や「ムダの見つけ方」を学びます。

セミナー概要

令和8年6/3（水）13：30～16：30
高知ぢばさんセンター 2階 研修室1 ［　　　　 ］〒781-5101

高知市布師田3992-2

「現場のプロへ」最短ルート!



新入社員・若手社員のための 実践・現場力向上セミナー

セミナー内容

経営革新セミナー

※記載いただいた個人情報は、今後センターが行う諸事業の資料送付、情報提供、アンケート調査のみに利用し、その他の目的には使用いたしません。

Fax：088-846-2556　経営支援・地産地消課 朝比奈行き
※切り取らずにA4サイズのまま送信してください。
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新入社員・若手社員のための 実践・現場力向上セミナー
受講申込書

第1章：安全管理 ─ あなたと仲間を守る「想像力」
1. 「安全第一」の本当の意味
　◦労働災害が会社と人生に与えるインパクト
2. 不安全行動の心理学
　◦なぜ「慣れた頃」に事故が起きるのか？（認知バイアスの恐怖）
　◦読み飛ばしの罠 ： マニュアルが「読みやすい」ことのリスク
3. 現場で実践する安全の基礎
　◦整理・整頓・清掃（3S）が事故を防ぐ理由
　◦ヒヤリハットの共有は「宝探し」である

第2章：品質管理 ─ 「信頼」を形にする技術
1. 品質とは「お客様との約束」
　◦一つの不良品がブランドを壊す怖さ
2. 「後工程はお客様」という考え方
　◦前後の工程を知ることで、自分の仕事の価値が変わる
3. 異常を見逃さない「違和感」の感度
　◦「いつもと違う」と感じた時の正しいアクション（報告・連絡・相談）

第3章：現場改善 ─ 小さな気づきが会社を変える
1. 「改善」は誰のために行うのか？
　◦楽に、速く、正確に。自分を助けるための改善思考
2. 現場に潜む「ムダ」を見つける視点
　◦運搬・待機・動作のムダ ： 身近な例から考える
3. プロとしてのコミュニケーション術
　◦現場で可愛がられる「質問力」と「報告の型」

※セミナー内容については、若干の変更がある場合があります


